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Ⅰ 社会保障制度の系譜
＜社会保障制度の発展の歴史＞

＜出所：『社会保障の在り方に関する懇談会』（2005年7月26日）資料２＞

教48-52
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＜主要国の社会保障制度関連年表＞

＜出所：『身につく役立つ社会保障』第４章第１節を整理＞

教48-52
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＜社会保険方式の２類型＞

＜出所：『社会保障の在り方に関する懇談会』（2005年7月26日）資料２＞
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＜国民皆保険・皆年金実現以前の社会保障制度＞

Ⅱ 日本の社会保障の発展

＜出所：厚生労働白書（平成23年版）第２章第１節＞

教53-55
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＜国民皆保険・皆年金実現以前の社会保障制度（続）＞

＜出所：厚生労働白書（平成23年版）第２章第１節＞

1958（昭和33）年 国民健康保険法改正（国民皆保険）
1959（昭和34）年 国民年金法制定（国民皆年金）
1961（昭和36）年4月1日 ＜上記２制度の施行＞

国民皆保険・国民皆年金の実現

教53-55
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＜戦後の社会保障制度の変遷＞

＜出所：厚生労働省政策レポート「戦後社会保障制度史」＞

教54-55



c 久保知行 2021
7

＜昭和２０年代の状況＞

＜出所：厚生労働省政策レポート「戦後社会保障制度史」＞
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＜昭和３０・４０年代の状況＞

＜出所：厚生労働省政策レポート「戦後社会保障制度史」＞
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＜昭和５０・６０年代の状況＞

＜出所：厚生労働省政策レポート「戦後社会保障制度史」＞
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＜平成以降の状況＞

＜出所：厚生労働省政策レポート「戦後社会保障制度史」＞

教56-57
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＜社会保障制度改革推進法に基づく改革の流れ＞

Ⅲ 社会保障制度改革

＜出所：厚生労働白書（平成29年版）第１章第２節＞

教59-60
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＜社会保障・税一体改革による社会保障制度改革の主な取組状況＞

＜出所：厚生労働白書（平成29年版）第１章第２節＞

教59-60
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＜社会保障・税一体改革による社会保障制度改革の主な取組状況（続）＞

＜出所：厚生労働白書（平成29年版）第１章第２節＞

教59-60
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＜出所：市町村職員対象セミナー第103回資料２＞
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＜出所：市町村職員対象セミナー第103回資料２＞
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＜ニッポン⼀億総活躍プラン（概要）＞

＜出所：「ニッポン⼀億総活躍プラン」 （概要）＞

教60
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＜ニッポン⼀億総活躍プラン（概要）＞

＜出所：「ニッポン⼀億総活躍プラン」 （概要）＞
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＜ニッポン⼀億総活躍プラン（概要）＞

＜出所：「ニッポン⼀億総活躍プラン」 （概要）＞
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＜ニッポン⼀億総活躍プラン（概要）＞

＜出所：「ニッポン⼀億総活躍プラン」 （概要）＞
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＜岸田政権：新しい資本主義の実現に向けて＞

＜出所：新しい資本主義実現会議（第１回）資料３の4頁＞
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/kaigi/dai1/shiryou3.pdf
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＜岸田首相の施政方針・所信表明の演説＞

＜出所：全世代型社会保障構築会議（第２回）資料１の3頁＞
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/zensedai_hosyo/dai2/shiryou1.pdf
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V 社会保障の理念・哲学

＜自立と連帯＞

＜出所：厚生労働省：平成24年版白書第２章第１節＞

〇近現代の社会の人間像は「自立した個人」だが、人間はひとりでは生きていけない

〇19世紀には、貧困等の格差問題が深刻になる中で、自由主義と社会主義が激しく
対立した

〇「連帯」は事実であり、義務でもある＝レオン・ブルジョワによる再構成

〇連帯思想は、社会保障の萌芽である福利厚生や共済などの仕組みの発展を促進
する媒介になった

〇「連帯」の考え方は、多くの国の社会保障に影響を及ぼしている

⇒日本にも大きな影響

〇現在の社会保障改革は、自助・共助・公助の好循環を生み出すことを目指している

「自立した個人」を、連帯して支える
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＜レオン・ブルジョワの「連帯」の体系＞

＜出所：厚生労働省：平成24年版白書第２章第１節＞
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＜効率と公正＞

＜出所：厚生労働省：平成24年版白書第２章第２節＞

〇初期の産業資本主義社会では、市場主義の発達に伴い効率が重視されるよう
になり、国家の役割は「夜警国家」、「安価な政府」としての役割に限定されていた

〇産業資本主義の発展とともに、効率の追求のみでは解決できない問題が発生し、
政府による公正の実現の必要性が議論されるようになった

〇政府が公正を実現する役割を担う部分は大きくなり、「福祉国家」になっていく）

〇産業資本主義社会では、「効率か、公正か」は往々にしてせめぎあってきた

〇社会保障には、公正だけでなく、効率にも資する側面がある

〇効率と公正の二者択一的議論から脱し、人々が真に幸せになるためには本質的
に何が必要かを、具体的かつ全体的に整合性のとれた形で考えていく必要がある

効率と公正の同時実現を追求する時代に
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＜ロールズ『正義論』（1971年）＞

＜出所：厚生労働省：平成24年版白書第２章第２節＞

（1）平等な基本的諸自由の保障
すべての人に基本的な自由と権利が、平等に分配されること

（2）公正な機会の均等の保障
職務と地位に関するアクセスがすべての人に公平に開かれていること

（3）格差是正原理
所得や富の「格差」の存在は、社会の最も恵まれない人の状況の改善
に最大限資するものであること

「無知のヴェール」

人々が、自分の社会的地位、天賦の資質、人生についてどんな目標を

持っているのかが分かっていないという状況を仮定
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＜参照資料＞

首相官邸
『社会保障の在り方に関する懇談会』
第１１回会合（2005年7月26日）資料２

（https://www.kantei.go.jp/jp/singi/syakaihosyou/dai11/11siryou2.pdf）

「ニッポン⼀億総活躍プラン」 （概要）
（https://www.soumu.go.jp/main_content/000434500.pdf）

厚生労働省
政策レポート「戦後社会保障制度史」

（https://www.mhlw.go.jp/seisaku/21.html）
市町村職員を対象とするセミナー
第103回「社会保障と税の一体改革について」

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/26103shiryou.html）

厚生労働白書
平成23（2011）年版（社会保障の検証と展望）
（https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/11/）

平成24（2012）年版（社会保障を考える）
（https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/12/）

平成29（2017）年版（社会保障と経済成長）
（https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/17/）


